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自然とのふれあいの場 

調 査 

調査内容 

工事中の建設機械の稼働、資材運搬等の車両の走行、造成等の工事、供用後の施設の存

在、施設の稼働、廃棄物運搬車両等の走行に伴う自然とのふれあいの場への影響を予測・

評価するための調査内容は、以下に示すとおりである。 

自然とのふれあいの場に係る現地調査の内容は表 4.11-1 に、現地調査地点の一覧は表

4.11-2 に示すとおりである。また、現地調査地点は図 4.11-1 に示すとおりである。 

 

 自然とのふれあいの場の資源状況、周辺環境の状況等 

自然とのふれあいの場の利用範囲や構成要素、周辺の地域特性 

 

 自然とのふれあいの場の利用状況 

自然とのふれあいの場の利用特性及び利用状況 

 

 自然とのふれあいの場への交通手段の状況 

自然とのふれあいの場への主な交通手段及び交通手段の経路周辺の状況 

 

表 4.11-1 現地調査の内容 

調査内容 調査方法 調査地域・地点 調査期間・頻度

①自然とのふれあいの場

の資源状況、周辺環境の

状況等 

現地調査又は聞き

取り等により把握

する。 

調査地域は、大気質、騒音、

景観の変化等による快適性の

変化が考えられる計画地周辺

とする。 

調査地点は、計画地周辺に分

布する自然とのふれあいの場

の２地点とする。 

４季各１回 ②自然とのふれあいの場

の利用状況 

③自然とのふれあいの場

への交通手段の状況 

 

表 4.11-2 現地調査地点の一覧 

調査内容 調査地点名 選定理由 

①自然とのふれあいの場

の資源状況、周辺環境の

状況等 

②自然とのふれあいの場

の利用状況 

③自然とのふれあいの場

への交通手段の状況 

① 三ケ山緑地公園 

陸上競技用 400ｍトラック、全面芝生

張の多目的広場のほか、寄居町が一望

できる展望台「風のとりで」、円形広

場、ちびっこ広場、あずまや等が配置

されている公園であり、不特定多数の

人々が訪れる場所である。 

② 
埼玉県立小川げんきプラ

ザ 

金勝山（263m）の山頂を中心にした広

い敷地内に、宿泊施設やプラネタリウ

ム館、野外活動施設等があり、不特定

多数の人々が訪れる場所である。 
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図 4.11-1 自然とのふれあいの場の調査地点（現地調査） 
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予 測 

予測内容 

工事中の建設機械の稼働、資材運搬等の車両の走行、造成等の工事、供用後の施設の存

在、施設の稼働、廃棄物運搬車両等の走行に伴う自然とのふれあいの場への影響を予測す

るための内容は、表 4.11-3 に示すとおりである。 

 
表 4.11-3 予測の方法 

予測内容 予測方法 予測地域・地点 予測対象時期 

工
事
中 

建設機械の稼働に

伴う自然とのふれ

あいの場への影響 

大気質、騒音等の他の項目の予

測結果を考慮し、自然とのふれ

あいの場の利用環境の変化の

程度を予測する。 

現地調査地域及

び現地調査地点

と同様とする。 

計画施設建替工

事、既存施設解体

工事及び計画施設

増設工事の期間に

おいて、自然との

ふれあいの場への

影響が最大と考え

られる時期とす

る。 

造成等の工事に伴

う自然とのふれあ

いの場への影響 

資材運搬等の車両

の走行に伴う自然

とのふれあいの場

への影響 

資材運搬等の車両の走行ルー

トと自然とのふれあいの場へ

の交通手段の調査結果を踏ま

え、自然とのふれあいの場の交

通手段の阻害のおそれの有無

及び程度を予測する。 

供
用
後 

施設の存在に伴う

自然とのふれあい

の場への影響 

大気質、騒音、景観等の他の項

目の予測結果を考慮し、自然と

のふれあいの場の利用環境の

変化の程度を予測する。 

現地調査地域及

び現地調査地点

と同様とする。 

計画施設の供用後

（計画施設増設工

事の完了後）にお

いて、自然とのふ

れあいの場への影

響を的確に把握で

きる時期とする。

施設の稼働に伴う

自然とのふれあい

の場への影響 

廃棄物運搬車両等

の走行に伴う自然

とのふれあいの場

への影響 

廃棄物運搬車両等の走行ルー

トと自然とのふれあいの場へ

の交通手段の調査結果を踏ま

え、自然とのふれあいの場の交

通手段の阻害のおそれの有無

及び程度を予測する。 
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評 価 

評価方法 

自然とのふれあいの場への影響が事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避さ

れ、または低減されているかどうかを明らかにするとともに、国、県又は市町村の自然と

のふれあいの場の保全に係る計画、指針等により定めた基準、目標等と予測結果との間に

整合が図られているかどうかを明らかにする。 

 

環境の保全に関する配慮方針 

自然とのふれあいの場に係る環境の保全に関する配慮方針は、表 4.11-4 に示すとおり

である。 

 

表 4.11-4 環境の保全に関する配慮方針 

区分 環境の保全に関する配慮方針 

工

事

中 

・建設機械の稼働に伴う自

然とのふれあいの場への

影響 

・資材運搬等の車両の走行

に伴う自然とのふれあい

の場への影響 

・造成等の工事に伴う自然

とのふれあいの場への影

響 

・建設機械は、排出ガス対策型、低騒音・低振動型の使用に努め

る。 

・建設機械のアイドリングストップを周知・徹底する。 

・建設機械の集中稼働をしないような工事計画とするよう努める。

・建設機械の整備・点検を適切に実施する。 

・資材運搬等の車両は、排出ガス規制適合車を使用する。 

・資材運搬等の車両のアイドリングストップを周知・徹底する。

・資材運搬等の車両による搬出入が一時的に集中しないよう、計

画的かつ効率的な運行管理に努める。 

・資材運搬等の車両の整備・点検を適切に実施する。 

・沈砂槽を設置し、土粒子を沈殿させた後、上澄み水を計画地外に

放流する。 

供

用

後 

・施設の存在に伴う自然と

のふれあいの場への影響 

・施設の稼働に伴う自然と

のふれあいの場への影響 

・廃棄物運搬車両等の走行

に伴う自然とのふれあい

の場への影響 

・適切な排出ガス処理設備を設置する。 

・排出される排出物の基準値を設定し、測定管理を実施する。 

・発生源となる設備、ストックヤード等は建物で遮蔽し、騒音の施

設外部への伝搬を防止する。 

・騒音の目標値を設定し、測定管理を実施する。 

・設備の点検・整備を適切に実施する。 

・廃棄物運搬車両等は、最新の排出ガス規制適合車、低公害車の使

用に努める。 

・廃棄物運搬車両等のアイドリングストップを周知・徹底する。

・廃棄物の搬入及び再資源化物の搬出にあたり、搬出入が一時的

に集中しないよう、計画的かつ効率的な運行管理に努める。 

・廃棄物運搬車両等の整備・点検を適切に実施する。 

・周囲の環境と調和する色彩を採用する。 

・圧迫感を与えない施設の形状及び配置計画に努める。 

 

  


